
※伊勢神宮奉仕会青年部の活動については事務局にお問い合わせください

●初穂曳 実施団   外宮領　陸曳   内宮領　川曳

第  1 回 昭和 47 年 本町奉曳団（厚生学区） 宇治 4 ヶ町奉献団 ･ 二軒茶屋奉献団
（進修 ･ 有緝学区）

五
十
鈴
川
奉
曳

第  2 回 48 年 お白石持 河崎六ヶ町 ･ 河崎町旭通 ･ 河崎南側（有緝学区） 宇治 4 ヶ町奉献団 ･ 二軒茶屋奉献団
（進修 ･ 有緝学区）

第  3 回 49 年 宮後町連合奉献団（厚生学区） 宇治 4 ヶ町奉献団 ･ 二軒茶屋奉献団
（進修 ･ 有緝学区）

第  4 回 50 年 徳川山西口連合奉献団　（中島学区） 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区）

第  5 回 51 年 尾上町及び明倫連合奉献団（明倫学区） 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区） 

第  6 回 52 年 常磐西世古及び早修連合奉献団（早修学区） 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区） 

第  7 回 53 年 御薗村高向及び御薗連合奉献団（御薗村） 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区） 

第  8 回 54 年 二見町西区及び二見町連合奉献団（二見学区） 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区） 

第  9 回 55 年 伊勢神宮奉仕会 伊勢市スポーツ少年団 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区） 

第 10 回 56 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区） 

第 11 回 57 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区）

※
陸
曳
　
御
所
車

第 12 回 58 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 大湊奉献団（大湊学区）

第 13 回 59 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部　
<3 台 > 大一、宮町、二俣 二見町連合奉献団（二見学区）

第 14 回 60 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部　
<3 台 > 大一 2 台、浦口 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区）

第 15 回 61 年 お木曳
第１次

伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部　<7 台 >
大一 2 台、宮町、京町、二俣町、曽祢町、宮後町 四郷地区連合奉献団（四郷学区）

第 16 回 62 年 お木曳
第２次

伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部　<3 台 > 大一 3 台
< 飾り車 > 宮後青年、岡本楓会　　 長峰連合奉献団（修道学区）

第 17 回 63 年
伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 大湊奉献団
< 昭和天皇ご療養中により奉曳を自粛し、神域内にて奉納行事を実施 >

第 18 回 平成元年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 二見町連合奉献団（二見学区）

※
陸
曳
　
御
所
車

第 19 回 2 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区）

第 20 回 3 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 四郷地区連合奉献団（四郷学区）

第 21 回 4 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 長峰連合奉献団（修道学区）　

第 22 回  5 年  お白石持 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 大湊奉献団（大湊学区）

第 23 回  6 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 二見町連合奉献団（二見学区）　

第 24 回 7 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区）

第 25 回 8 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 四郷地区連合奉献団（四郷学区）　
応援…二見町茶屋奉献団

第 26 回  9 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 長峰連合奉献団（修道学区）　

第 27 回 10 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 大湊奉献団（大湊学区）

第 28 回 11 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 二見町連合奉献団（二見学区）

第 29 回 12 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋奉献団 （進修 ･ 有緝学区）
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第 30 回 13 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 四郷地区連合奉献団（四郷学区）　

第 31 回 14 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 長峰連合奉献団（修道学区）

第 32 回 15 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 大湊奉献団（大湊学区）

第 33 回 16 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 二見町連合奉献団（二見学区）

第 34 回 17 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋奉献団（進修 ･ 有緝学区）

第 35 回 18 年 お木曳
第１次 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 四郷奉献団（四郷学区）　

第 36 回 19 年 お木曳
第２次 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 長峰連合奉献団（修道学区）

第 37 回 20 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 大湊奉献団（大湊学区）　

第 38 回 21 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 二見町連合奉献団（二見学区）　

第 39 回 22 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋連合奉献団（進修・有緝学区）

第 40 回 23 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 四郷奉献団（四郷学区）

第 41 回 24 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 長峰連合奉献団（修道学区）　

第 42 回 25 年 お白石持 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 大湊奉献団（大湊学区）　
※増水の為、陸曳に変更 ※陸曳

第 43 回 26 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 二見町連合奉献団　（二見学区）

五
十
鈴
川
奉
曳

第 44 回 27 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋奉献団（進修・有緝学区） 

第 45 回 28 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 四郷奉献団（四郷学区）

第 46 回 29 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 長峰連合奉献団（修道学区）

第 47 回 30 年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 大湊奉献団（大湊学区）

第 48 回 令和元年 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 二見連合奉献団（二見学区）

第 49 回 2 年 （予定） 伊勢神宮奉仕会 ･ 同青年部 宇治二軒茶屋連合奉献団（進修・有緝学区）

〔協力〕外宮領全団・内宮領全団
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第
49
回初は

つ

穂ほ

曳び
き当

日
の一般
参
加
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、神
嘗
祭
を
奉
祝
し
て
、ま
た
、コ
ロ
ナ

禍
終
息
の
祈
り
を
込
め
て
、３
密
を
避
け
な
が
ら
、奉
納
行
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、例
年
通
り
市
内
各
町
の
大
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
、伊
勢
神
宮
奉
仕
会
青
年

部
で
は
、外
宮
の
お
初
穂
奉
納
の
際
、荷
締
め
や
操
車
、飾
り
付
け
な
ど
技
術
の

継
承
を
目
的
に
奉
曳
車
の
特
別
公
開
を
行
い
ま
す
。　

昭和 56年の初穂曳（陸曳）

　

伊
勢
神
宮
奉
仕
会
青
年
部
で
は
、そ
の
活
動
の一

環
と
し
て
、30
年
前
か
ら
初
穂
曳
で
お
納
め
す
る

お
米（
稲
穂
）づ
く
り
を
手
が
け
、初
穂
曳
に
参
加

す
る
各
協
力
団
体
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
、田
植
え
、稲
刈
り

を
実
施
し
、お
米
の
大
切
さ
、収

穫
へ
の
感
謝
を
次
世
代
に
伝
え

る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
残
念
な
が
ら
、多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
く
田
植
え
、稲
刈
り
行
事
も
自
粛
い
た
し
ま
し

た
が
、青
年
部
部
長
が
稲
作
の
お
世
話
を
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
と
共
に
田
植
え
を
行
い
、８
月
末
に
は

例
年
通
り
伊
勢
神
宮
奉
仕
会
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
稲
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。今
年
も
無
事

に
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂
を
収
穫
し
、お
初
穂
奉
納

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

内宮

お初穂奉納
10
月
15
日
外
宮

　

例
年
初
穂
曳
は
、15
日
外
宮
領

陸お
か
び
き曳
、16
日
内
宮
領
川
曳
と
し
て
、

千
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
賑
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
す
が
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
奉
曳
は
自
粛
し
ま
す
。

し
か
し
神
宮
の
神
嘗
祭
は
変
わ
る

来
年（
令
和
３
年
）に
第
50
回
を
迎
え
る「
初
穂
曳（
陸
曳
・
川
曳
）」の

写
真
、
映
像
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
昭
和
・
平
成
の
様
子
が
わ
か
る
写

真
、
映
像
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
伊
勢
御
遷
宮
委
員
会　
０
５
９
６ｰ

２
５ｰ

５
２
１
５

昭
和・平
成
の「
初
穂
曳
」

 

写
真・映
像
を
募
集
中
！

今
年
は
奉
曳
を
自
粛
し
、関
係
者
に
よ
る
お
初
穂
奉
納・参
拝
を
行
い
ま
す
。

こ
と
な
く
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、神
嘗
祭
奉
祝
行
事
と
し
て「
お

初
穂
奉
納
」の
み
行
う
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。15
日
の
午
前
９
時
30

分
よ
り
外
宮
に
て
伊
勢
神
宮
奉
仕

会
役
員
を
中
心
に
、そ
し
て
16
日
の

午
前
９
時
30
分
よ
り
内
宮
に
て
内

宮
領
川
曳
、今
年
の
担
当
団
で
あ

る
宇
治
二
軒
茶
屋
連
合
奉
献
団
を

中
心
に
実
施
し
ま
す
。

　

神
宮
の
一
年
の
お
祭
り
で
最
も

重
要
な「
神
嘗
祭
」は
、一年
の
節
目

で
も
あ
り
ま
す
。皆
様
そ
れ
ぞ
れ

に
奉
祝
の
心
で
、そ
の
日
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
目
の
初
穂
曳
が
行
わ
れ
た

の
は
、翌
年
に
御
遷
宮
を
控
え
た
昭
和

47
年
で
し
た
。第
60
回
神
宮
式
年
遷
宮

（
昭
和
48
年
）の
お
木
曳
・お
白
石
持
の

準
備
は
昭
和
38
年
よ
り
は
じ
ま
り
、各

町
の
団
長
が
参
加
す
る
伊
勢
神
宮
奉
仕

会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
き
く
社
会
が
変
動
す
る
時

代
を
体
験
し
た
先
人
た
ち
の「
20
年
に一

度
の
御
遷
宮
で
は
、若
い
層
に
そ
の
意
義

や
作
法
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
、

な
ん
と
か
お
木
曳
に
近
い
行
事
を
創
生

し
、御
遷
宮
へ
の
奉
仕・奉
賛
を
継
承
し

た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、毎
年
の
神
嘗
祭

に
お
初
穂
を
奉
納
す
る
こ
と
を
お
木
曳・

お
白
石
持
の
奉
曳
作
法
を
も
っ
て
と
り

お
こ
な
う「
初
穂
曳
」が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。そ
れ
は
伊
勢
神
宮
奉
仕
会
活
動
の一

環
と
し
て
賛
同
を
得
て
、「
初
穂
曳
」は

ま
さ
に
御
遷
宮
の
心
を
伊
勢
の
町
衆
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
は
じ
ま
っ
た

の
で
す
。

　

当
初
は
学
区
で
行
っ
て
い
た
初
穂
曳
で

す
が
、第
10
回
か
ら
陸
曳
は
、各
団
か
ら

の
有
志
が
参
加
す
る
伊
勢
神
宮
奉
仕
会

青
年
部
が
結
成
さ
れ
、毎
年
継
続
し
て

実
施
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
、民
俗
行
事
の
伝
承
と
神
嘗
祭
奉

祝
の
行
事
と
し
て
、初
穂
曳
は
欠
か
す
こ

と
な
く
、例
年
10
月
15
日
、16
日
に
開
催

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
奉
曳
自
粛
と
な
り
ま
し
た

が
、神
嘗
祭
奉
祝
の
行
事
と
し
て
伊
勢

神
宮
奉
仕
会
の
お
初
穂
奉
納
・
参
拝
を

行
い
ま
す
。

伊
勢
の
民
俗
行
事
を
伝
え
た
い

初
穂
曳
の
は
じ
ま
り

来年
50回

「伊勢 神話への旅」ホームページ
http://www.isesengu.jp

10
月
16
日
内
宮

お
初
穂
を
収
穫

【特別公開時間】
　10月15日
　９時〜13時頃
　外宮表参道
　広場　

神
嘗
祭
奉
祝　

お
初
穂
奉
納
に
あ
わ
せ
て

外
宮
に
て

奉
曳
車
を
特
別
公
開 

伊勢御遷宮委員会
HP

田植え（令和2年 4月）

稲刈り
奉納のた
めの稲穂
は手刈り
します

（令和 2年
8月）

昨年（令和元年）の外宮奉納の様子


